
 

 

2018 年 8 ⽉ 2 ⽇ 
⽇本板硝⼦株式会社 

 

2019 年 3 ⽉期 第 1 四半期連結決算報告 
（2018 年 4 ⽉ 1 ⽇〜2018 年 6 ⽉ 30 ⽇） 

 

 2019 年 3 ⽉期第 1 四半期は前年同期⽐で増収増益、堅調なスタート 
 最終利益は、個別開⽰項⽬にて⼀過性の収益の計上により増益 
 当社の事業地域はいずれも堅調を維持 
 年度計画達成に向け、着実に前進 
 
2019 年 3 ⽉期第 1 四半期は前年同期⽐で増収増益、堅調なスタート 
o グループ売上⾼は 1,584 億円で、VA 製品の伸⻑、欧州を中⼼に好調な市場環境により増収 

（前年同期 1,453 億円*） 
o 無形資産償却前営業利益は、欧州⾃動⾞⽤ガラスや⾼機能ガラス等での業績改善により 102 億円に 

増益（前年同期 91 億円*） 

 売上⾼ 無形資産償却前営業利益 
 FY19 Q1 FY18 Q1* FY19 Q1 FY18 Q1* 
建築⽤ガラス事業 614 億円 564 億円 53 億円 59 億円 
⾃動⾞⽤ガラス事業 843 億円 769 億円 49 億円 40 億円 
⾼機能ガラス事業 124 億円 118 億円 18 億円 11 億円 

最終利益は、個別開⽰項⽬にて⼀過性の収益の計上により増益 
o 当期利益は、前年の倍以上となる 54 億円（前年同期 23 億円*） 
o ベトナムの休⽌フロート再稼働に伴う減損戻⼊ 27 億円を計上 

当社の事業地域はいずれも堅調を維持 
o 建築⽤ガラス： 欧州は安定、⽶国・東南アジアはソーラー⽤需要の増 
o ⾃動⾞⽤ガラス： 欧州の収益拡⼤継続、南⽶の需要回復 
o ⾼機能ガラス： ディスプレイ事業を中⼼に改善継続 

年度計画達成に向け、着実に前進 
o 2019 年 3 ⽉期上期及び通期の連結業績予想に変更なし 

*：IFRS 第 15 号「顧客との契約から⽣じる収益」の適⽤により、修正再表⽰を⾏っております。 

 

 
  



 

 

＜2019 年 3 ⽉期第 1 四半期 連結決算説明資料より抜粋＞ 

連結損益計算書

通期計画達成に向けて堅調なスタート
2018年8⽉2⽇ 2019年3⽉期第1四半期決算報告

（億円）

2018年3⽉期
4⽉-6⽉期

2019年3⽉期
4⽉-6⽉期

2019年3⽉期
上半期

2019年3⽉期
通期

売上⾼ 1,453 1,584 3,100 6,300

無形資産償却前営業利益 91 102 430
償却費 (5) (5) (20)
営業利益 86 97 180 410
個別開⽰項⽬ (4) 24 (70)
⾦融費⽤（純額） (39) (32) (130)
持分法による投資損益 3 4 30
税引前利益 46 93 240
当期利益 27 60 160
親会社の所有者に帰属する当期利益 23 54 140

EBITDA 154 167
 *1 : IFRS第15号「顧客との契約から⽣じる収益」の適⽤により、修正再表⽰を⾏っております。

*2： ピルキントン買収に伴って発⽣した無形資産の償却

*2

*1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決算関係問い合わせ先： 
 ＩＲ部：  ０３－５４４３－０１００ 
報道関係問い合わせ先： 
 広報部：  ０３－５４４３－９４７７ 


